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マッターホルンと
その壮大な景色を楽しむ
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日々の授業を
さらにサポート！

１

２

世界の“NOW”を探る現地探訪
帝国書院取材班が行く！
スイスの自然と産業
地図帳活用コトハジメ付録ワークシート
地図帳を活用した「大阪平野の地形と人々の生活」に
関するワークシートの活用について 解説：山田 周二

2025年１月版
世界の「ビッグマック指数」

１位 スイス 1,235円

２位 アルゼンチン 1,073円

３位 ウルグアイ 1,067円

７位 アメリカ合衆国 894円

42位 中国 543円

44位 日本 480円

美しい自然に囲まれた「スイス連邦」。そこには、厳しい自然条件や国際関係の下で、生き抜いてきた人々の姿がありました。

世界の“NOW”を探る現地探訪〈2024年８月取材〉

美しい自然に囲まれた「スイス連邦」。そこには、厳しい自然条件や国際関係の下で、生き抜いてきた人々の姿がありました。

スイスの自然と産業

　観光はスイスの重要な産業の一つです。アルプス最大のアレッチ氷
河があるユングフラウをはじめ、アルプスには鉄道網が張り巡らされて
おり、カラフルな高原列車が世界中から訪れる観光客を運んでいます。

　スイス伝統の時計産業は、長い歴史の中で何度もピンチを乗り越えてきました。
19世紀にはアメリカの大量生産工場と、20世紀には日本の安価なクオーツ時計
との競争を経験しています。そして現在は、スマートフォンの普及による、世界的
な腕時計離れへの対応が課題となっています。

　スイスの金融業は、世界各国の富裕層を顧客とするプライベートバンクがたく
さんあることで有名です。富裕層の資産管理で数百年もの経験を有するスイスの
金融業界は、世界の金融センターとして、今日も大きな存在感を示しています。

▲ヨーロッパ最高標高の駅（3454m）に隣接するユング
フラウヨッホの展望台。氷河ツアーが楽しめる。

Biel  ビール近郊
挑戦を続ける「時計産業」
何度も危機を乗り越えてきた時計産業が直面する課題とは？

３
「時計産業」

スイスの面積は
九州より少し小さい
4.1万km2。

大半が
山岳地帯なので
人口は少なく
881万ほどだ。

下の写真にあるような
大きさのチーズを作る
には、何Lの生乳が使わ
れている？

　下の写真にある大きさのチーズ
を作るために、140Lの生乳が使わ
れています。大鍋に生乳と酵母菌を
入れて１日寝かし、発酵させます。
まきで火を起こして１時間、約50℃
に温めていきます。できたチーズは
６か月熟成した後、出荷されます。

Quiz

　スイスを訪れた日本人が痛感するの
は、物価の高さでしょう。スイスは給与水
準が非常に高く、それに伴い物価も高い
傾向があります。スイスのビッグマック
価格は世界一高い1,235円です！

スイスのビッグマックの
お値段っていくらなの？Quiz

Jungfrau  ユングフラウ
「アルプス山脈」の名峰と氷河
貴重な自然遺産が消滅の危機？

１

　スイスでは冷涼な気候を生かした酪農、特にチーズ作りが盛ん。取材した家族経営のチー
ズ工房では、手作りしたチーズをマーケットで販売。常連の客に愛されています。

Langnau  ラングナウ
スイスの「山岳酪農」の今
伝統的な酪農が行われている理由とは？

２
Zürich  チューリヒ
世界有数の富裕国を支える「金融業」
１人あたり国民総所得（GNI）世界上位が保てる理由とは？

４
氷河湖
⬇

モレーン➡ ⬅モレーン

1999年 2024年

地球温暖化の影響でアルプスの氷河は、厚さにして年間約１mも溶けています。
このままだと、今世紀中に大半の氷河が消滅するという研究も発表されています。

国土の約70％が山岳地
帯であるスイスは、耕作
に適した土地が少なく、
昔から季節に合わせて
標高の異なる土地で牛
を飼う「移牧」が行われ
ています。夏は山の牧草
地で放牧し、冬は麓の牛
舎で飼育する方式です。

▲スイスは環境保護の先進国。マッターホル
ン山の麓の町ツェルマットでは1960年代か
らガソリン車の乗り入れが禁止されています。

 　

ゴルナー氷河の変化▶

▲スイスは環境保護の先進国。マッターホル

スイス連邦の基本情報

首都ベルンは
標高500m以上の
高地にあり、
年平均気温は7.8℃。
西岸海洋性気候（Cfb）
に区分されている。

アルプスで行われている伝統的な「移牧」
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アルプスの氷河は今世紀中に消滅？

マッターホルン山

ユングフラウの山 と々登山鉄道

クレディ・スイス本店（チューリヒ）

宝飾腕時計の工房

写真はイメージです

ゴルナー氷河でみられる氷河地形

電気タクシー

酪農家のチーズ工房

スイスの時計職人

１

２

３ ４

出典：The Economist ”The Big Mac Index” February 1st 2025.（１ドル＝154.35円として算出）〈写真：PIXTA〉〈写真：アフロ〉

チーズ熟成室

『新詳高等地図』p.56より
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　2024 年８月、取材班はスイスを訪れ
た。スイスと聞いてどんなイメージを持
つだろうか。アルプスの山 、々チーズ、
チョコレート、『アルプスの少女ハイジ』…。
実際に訪れることで見えてきた、スイス
の現状を紹介していく。

　　　　山岳観光が盛んなスイス
　　　　　スイスの最大都市はチューリヒだが、首都は
ベルンで、連邦議会議事堂などの行政機関が集まってい
る。Ｕ字型に湾曲して流れるアーレ川に囲まれた旧市街
には、大聖堂や時計塔、彫像が美しい泉などが残り、世
界文化遺産に登録されている（写真③④）。
　スイスには、マッターホルン山やユングフラウ山など、
4000mを超える数多くの名峰があり、氷河がつくり出
した、雄大で美しい自然景観が広がる。スイスの平均標
高は1300mを超え、取材班が訪れた日のチューリヒの
最高気温は約26℃、最低気温は約16℃で、日中の日差
しは強いが湿度は低く、朝晩は寒く感じられた。
　スイスでは、登山やスキーなどの山岳観光開発が早く
から進められ、登山鉄道やロープウエーなどが広く整備
されている（写真①）。これらの交通機関を使って、手軽
に標高4000mを超える場所に行くことができ、そこか
らの絶景を楽しむことができる。そのため、現在でも世
界各地から多くの観光客が訪れる。かつては、日本から
の観光客が多かったが、取材期間中に目にすることが多
かったのは、中国や韓国、インド、中東諸国からの観光
客である（表紙写真、写真②）。スイスが舞台となったド
ラマや映画の影響もあり、近年増加しているそうだ。

①

スイス連邦 基本情報（2023年）

首都：ベルン 人口：約 881 万 面積：約 4.1 万㎢ 年平均気温：9.8℃（チューリヒ）
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今回の「帝国書院 取材班が行く！ スイス」は、付録ポスター「ス
イスの自然と産業」との連動企画です。付録ポスターには、スイ
スの詳細な地図と共に本誌とは別の角度から、スイスの現在を伝
えるレポートを掲載しています。ぜひ、併せてご覧ください。

▲
4478

マッターホルン山

ユングフラウ山
4158
▲



ドイツ語 フランス語

連邦議会議事堂
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トをごちそうになった。ラクレットは、熱で溶かしたラ
クレットケーゼと呼ばれるチーズをナイフでそぎ、蒸し
たじゃがいもにかけて食べる料理である（写真⑥⑦）。チー
ズフォンデュと並ぶ、スイスを代表する家庭料理の一つ
で、バーベキューのような感覚で庭先で行い、家族だん
らんの時間を過ごしていた。
　　　　複数の言語が話される街
　　　　　スイスには四つの公用語があり、ドイツ語、
フランス語、イタリア語、ロマンシュ語の順に話者が多い。
取材班は、首都ベルンから北西に約25kmの位置にある
ビール（ビエンヌ）という街を訪れた。ここは言語境界
に位置する街で、ビールがドイツ語、ビエンヌがフラン
ス語である。街なかにある標識やスーパーマーケットの
営業時間を案内する看板も、二つの言語で表記されてい
る（写真⑧）。スイス国内に、四つの言語が重なる街はな
いが、スイスの紙幣やパスポートなどには、四つの公用
語を使った表記が見られる。

　　　　自然環境を生かした人々の生活
　　　　　マッターホルン山の麓に位置するツェルマッ
トの伝統的な家は、この地域の自然環境を生かした材料
が使われている（写真⑤）。柱や外壁は主にカラマツが、
屋根は主に緑色片岩（緑泥石片岩）が使われ、窓辺に飾
られた花が、道行く人の目を楽しませてくれる。なお、
自然環境を守るため、ツェルマットを走る車は全て電気
自動車に限られている。
　また、スイスの産業といえば、酪農や時計づくりをイ
メージする方も多いだろう。これらの産業も、スイスの
自然環境を生かした産業である。取材先の酪農家でも移
牧を行っており、夏は標高約1200mの山の上で牛を飼
い、冬は麓の町に下ろすそうだ。夏の期間は、山の上に
あるチーズ小屋で、毎日、搾りたての生乳からアルプケー
ゼなどのチーズをつくり、熟成させた後、クリスマスマー
ケットなどで販売するという。
　　　　冷涼な気候を生かしたスイスの食卓
　　　　　気温が低く、また平坦地が少ないスイスは、
野菜の栽培などには適さず、これらの多くは輸入に頼っ
ている。スイスの伝統的な料理には、冷涼な気候でも栽
培が可能なじゃがいもや、チーズをはじめとする乳製品
を使ったものが多い。今回、取材した家庭では、ラクレッ

写真：2024 年８月撮影／帝国書院

⑧

③② ④

⑦⑥⑤

　スイス滞在中は比較的天気にも恵まれ、スイスの人々
の心の温かさにも触れながら、充実した７日間を過ごす
ことができた。この経験を教科書・教材に反映し、スイ
スの “今 ” の姿を生徒たちに伝えていきたい。

取 材 後 記


